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１
．
わ
が
国
の
農
業
の
現
状
と
課
題

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
３
本
目
の
矢
「
成
長
戦
略
」
の
中
で
、
安
倍
晋

三
総
理
は
「
攻
め
の
農
林
水
産
業
」
を
進
め
、
13
年
か
ら
の
10
年
間

で
、
農
業
・
農
村
の
所
得
を
倍
増
す
る
―

‌

と
示
し
た
。
し
か
し
、
わ

が
国
の
農
業
の
現
状
は
厳
し
く
、
課
題
も
多
い
こ
と
か
ら
、
農
水
省

を
は
じ
め
、
国
は
い
ろ
い
ろ
な
政
策
を
打
ち
出
し
、
大
学
や
研
究
機

関
、
メ
ー
カ
ー
な
ど
は
、
新
し
い
技
術
を
生
み
出
し
て
い
る
。
農
業

の
発
展
は
、
生
産
者
だ
け
が
考
え
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
産

業
が
持
て
る
知
見
や
技
術
を
活
か
し
、
取
り
組
む
も
の
と
な
っ
た
。

　

農
業
が
直
面
す
る
課
題
の
中
で
、
私
た
ち
が
良
く
耳
に
す
る
も
の

は
、
就
農
人
口
の
減
少
と
就
農
者
の
高
齢
化
、
そ
し
て
耕
作
面
積

の
減
少
で
あ
ろ
う
。
農
水
省
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
90
年
の
基
幹
的

農
業
従
事
者
数
（
普
段
か
ら
農
業
を
主
と
し
て
い
る
人
）
は
、
約

２
９
３
万
人
で
あ
っ
た
が
、
12
年
で
は
約
１
７
８
万
人
と
約
40
％
も

減
少
し
、
年
齢
構
成
は
、
90
年
に
60
歳
以
上
が
46
％
、
40
歳
代
以
下

が
26
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
12
年
で
は
、
60
歳
以
上
が
76
％
で
40

歳
代
以
下
は
、
全
体
の
10
％
と
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。
こ
の
ま
ま

い
け
ば
32
年
に
は
、
76
％
が
80
歳
以
上
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま

た
、
耕
地
面
積
は
、
90
年
に
５
２
４
万
㏊
だ
っ
た
も
の
が
12
年
に
は

４
５
５
万
㏊
と
約
14
％
減
少
し
て
い
る
。
近
年
で
は
毎
年
、
Ｊ
Ｒ
東

日
本
の
山
手
線
の
内
側
（
お
よ
そ
23
区
内
に
相
当
）
の
1.4
倍
に
あ
た

る
面
積
が
、
耕
作
放
棄
地
と
な
っ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

２
．
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
と
電
気
事
業
の
役
割

　

こ
れ
ら
の
課
題
解
決
の
た
め
に
、
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
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が
、
「
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
」
や
「
農
地
の
集
約
に
よ
る
大
規
模

化
」
で
あ
る
。
こ
の
２
つ
は
、
も
ち
ろ
ん
別
々
に
考
え
る
も
の
で
な

い
。
就
農
人
口
が
減
少
す
る
と
、
必
然
的
に
耕
作
放
棄
地
が
増
え
る

こ
と
と
な
り
、
そ
れ
を
解
消
す
る
た
め
の
一
つ
の
手
段
と
し
て
農
地

の
集
約
が
行
わ
れ
る
。
す
る
と
１
人
の
生
産
者
が
管
理
す
る
耕
地
が

増
え
る
た
め
、
農
業
機
械
や
栽
培
施
設
の
自
動
化
を
は
じ
め
と
す
る

ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
が
望
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ス
マ
ー

ト
農
業
と
い

う

と
、

最

初

に
イ
メ
ー
ジ

さ
れ
る
の
が
、

ド
ロ
ー
ン
を

使

っ

た

リ

モ
ー
ト
セ
ン

シ
ン
グ
や
ア

シ
ス
ト
ス
ー

ツ
、

農

業

機

械
の
自
動
化
、

水
田
や
栽
培

施
設
の
デ
ー

タ

管

理

や
、

遠
隔
監
視
制

御
シ
ス
テ
ム

な
ど
で
あ
ろ

う
（

下

図
を

参
照
）
。

　

重
要
な
の
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は
い
ず
れ
も
「
電
気
に
よ
っ
て
動
く
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
何
を

当
た
り
前
の
こ
と
を
言
う
か
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
私
は
、

ス
マ
ー
ト
農
業
を
推
進
す
る
に
は
電
力
イ
ン
フ
ラ
の
活
用
が
欠
か
せ

な
い
と
考
え
る
。
例
え
ば
、
ド
ロ
ー
ン
の
バ
ッ
テ
リ
ー
は
、
現
状
で

は
15
分
程
度
し
か
持
た
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
し
、
水
田
の
水
管
理

シ
ス
テ
ム
な
ど
の
セ
ン
サ
ー
も
、
現
在
は
乾
電
池
な
ど
で
対
応
し
て

い
る
が
、
今
後
、
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
生
産
者
か
ら
デ
ー
タ
送
信
回
数

増
加
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
れ
ば
、
バ
ッ
テ
リ
ー
の
消
費
に
伴
い
、
頻
繁

に
乾
電
池
を
交
換
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
電
動
の
草
刈
り
ロ

ボ
ッ
ト
や
農
業
機
械
の
セ
ン
シ
ン
グ
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
こ

の
解
決
策
に
つ
い
て
、
農
業
電
化
協
会
で
は
、
関
係
各
所
や
専
門
家

の
ご
指
導
を
頂
き
な
が
ら
検
討
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
具

体
的
な
検
討
内
容
に
つ
い
て
は
、
現
状
で
は
ご
紹
介
で
き
る
段
階
に

な
い
の
で
、
も
う
し
ば
ら
く
お
待
ち
い
た
だ
き
た
い
。　

　

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
農
業
を
支
え
る
ツ
ー
ル
と
し
て
、
農
山
村
に

お
け
る
Ｅ
Ｖ
の
活
用
に
つ
い
て
も
、
触
れ
て
お
き
た
い
。
一
般
社

団
法
人
日
本
自
動
車
工
業
会
の
「
16
年
度
小
型
・
軽
ト
ラ
ッ
ク

市
場
動
向
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
農
家
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
月
間
走
行

距
離
は
、
２
０
０
㎞
以
下
が
半
数
で
、
行
動
半
径
は
10
㎞
以
内
が

約
７
割
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
給
油
所
の
数
は
、
16
年
度
末
で

３
万
１
４
６
７
か
所
で
、
20
年
前
の
996
年
度
末
の
５
万
９
６
１
５
か

所
か
ら
、
ほ
ぼ
半
減
し
て
い
る
【
出
展
：
経
産
省
「
揮
発
油
販
売
業

者
数
及
び
給
油
所
数
の
推
移
（
登
録
ベ
ー
ス
）
」
】
。

　

特
に
農
山
村
で
は
給
油
所
の
減
少
が
進
む
と
想
定
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
農
家
で
は
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
給
油
の
た
め
に
数
㎞
、
場
所
に
よ
っ

て
は
10
㎞
以
上
走
行
す
る
こ
と
に
な
る
。
現
在
は
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
の

Ｅ
Ｖ
が
少
な
く
、
ガ
ソ
リ
ン
車
を
Ｅ
Ｖ
に
変
更
す
る
コ
ン
バ
ー
ト
Ｅ
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Ｖ
も
改
修
費
用
が
高
い
こ
と
か
ら
普
及
が
進
ま
な
い
が
、
太
陽
光

や
小
水
力
に
よ
り
発
電
し
た
電
気
の
蓄
電
池
と
し
て
の
ニ
ー
ズ
は
高

ま
っ
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
し
、
前
述
の
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進

に
お
い
て
も
移
動
可
能
な
バ
ッ
テ
リ
ー
と
し
て
、
活
用
が
見
込
め
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

３
．
企
業
に
よ
る
農
業
参
入
の
現
状

　

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、

就
農
人
口
の
減
少
、
耕
作

放
棄
地
の
拡
大
と
い
っ
た
農

業
が
直
面
す
る
課
題
解
決
に

向
け
て
、
09
年
と
15
年
に

農
地
法
が
改
正
さ
れ
、
一

般
法
人
で
あ
っ
て
も
農
業
に

参
入
し
や
す
く
な
っ
た
。
そ

の
結
果
、
16
年
12
月
末
現
在

で
２
６
７
６
法
人
が
参
入
し

て
お
り
、
こ
れ
は
、
農
地
法

改
正
前
の
約
５
倍
の
ペ
ー
ス

で
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
ま
た
、
参
入
企
業
の
業

務
形
態
も
多
岐
に
わ
た
っ
て

い
る
（
下
図
を
参
照
）
。

　

当
協
会
で
は
、
参
入
企
業

の
業
務
形
態
だ
け
で
な
く
、
後
述
の
よ
う
に
参
入
の
形
態
に
も
着
目

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
形
態
で
は
な
い
が
、
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な
ぜ
そ
こ
に
着
目
し
た
か
と
い
う
と
、
同
じ
業
務
形
態
（
製
造
業
や

小
売
業
な
ど
）
で
あ
っ
て
も
参
入
の
形
態
が
異
な
れ
ば
、
そ
の
企
業

が
果
た
す
べ
き
役
割
も
異
な
る
し
、
間
接
的
に
農
業
に
関
わ
る
企
業

も
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

視
点
は
、
農
業
に
参
入
す
る
企
業
を
担
当
す
る
電
力
会
社
の
営
業
マ

ン
に
も
有
益
だ
と
考
え
る
の
で
、
以
下
、
参
入
形
態
を
カ
テ
ゴ
リ
ー

毎
に
分
類
し
、
そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
（
出
展
は
当
協
会
機
関
誌
７

月
号
）
。

　

〇
当
協
会
が
考
え
た
参
入
形
態

　

「
本
業
派
生
型
」
＝
食
品
関
連
、
流
通
業
な
ど
、
も
と
も
と
農
業

と
関
連
の
深
か
っ
た
企
業
で
、
作
物
の
出
口
戦
略
も
確
立
さ
れ
て
い

る
た
め
、
成
功
事
例
が
多
い
。

　

「
施
設
園
芸
経
営
型
」
＝
従
来
は
、
農
業
と
の
関
連
が
比
較
的
少

な
か
っ
た
電
鉄
会
社
な
ど
が
、
遊
休
資
産
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り

成
果
を
上
げ
て
い
る
。

　

「
農
福
（
祉
）
連
携
型
」
＝
企
業
が
特
例
子
会
社
を
通
じ
、
参
入

す
る
事
例
が
多
い
。
地
域
の
廃
校
を
活
用
す
る
な
ど
自
治
体
と
協
力

し
て
雇
用
拡
大
に
貢
献
す
る
ケ
ー
ス
も
多
く
見
ら
れ
る
。

　

「
農
業
支
援
型
」
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
企
業
や
自
動
車
産
業
な
ど
自
社
の

持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
を
農
業
に
活
か
し
て
い
る
事
例
や
、
金
融
機
関
に
よ

る
フ
ァ
ン
ド
立
ち
上
げ
な
ど
も
見
ら
れ
る
。

　

「
観
光
営
業
・
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
型
」
＝
自
然
環
境
や
歴
史
文
化

な
ど
地
域
固
有
の
魅
力
を
観
光
客
に
伝
え
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
活

性
化
に
つ
な
げ
る
も
の
。
観
光
業
界
な
ど
が
参
入
し
て
い
る
。

　

「
社
会
貢
献
型
」
＝
企
業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
ま
た
は
Ｃ
Ｓ
Ｖ
（
共
有
価
値

の
創
造
）
の
一
環
と
し
て
農
業
に
取
り
組
む
も
の
。
東
日
本
大
震
災

か
ら
の
復
興
支
援
と
し
て
行
っ
て
い
る
事
例
も
あ
る
。
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な
お
、
現
在
の
農
地
法
で
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
敷
き
詰
め
た
人

工
光
型
植
物
工
場
な
ど
は
、
「
農
地
」
で
は
な
い
が
、
昨
年
６
月
に

閣
議
決
定
さ
れ
た
「
未
来
投
資
戦
略
２
０
１
７
」
で
、
農
業
ハ
ウ
ス

な
ど
の
農
地
法
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
―

‌

と
の
方
向
が

示
さ
れ
て
い
る
。
も
し
、
こ
れ
ら
が
「
農
地
」
と
み
な
さ
れ
れ
ば
、

固
定
資
産
税
の
負
担
が
軽
減
す
る
こ
と
に
な
り
、
さ
ら
に
多
く
の
企

業
に
よ
る
農
業
参
入
が
進
む
と
予
想
さ
れ
る
。

　

４
．
農
業
分
野
へ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
に

　

内
閣
府
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
お
け
る
農
林
水
産
業
の
産

業
別
割
合
は
、
約
１
％
で
あ
る
が
、
次
ペ
ー
ジ
に
掲
げ
た
図
に
示

す
よ
う
に
、
農
林
水
産
業
に
関
連
す
る
市
場
は
多
岐
に
わ
た
り
、
そ

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
大
き
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
電
力
の
小
売

り
全
面
自
由
化
が
ス
タ
ー
ト
し
た
今
、
前
述
の
よ
う
に
多
種
多
様
な

企
業
が
参
入
し
て
き
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
そ
の
企
業
へ
の
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
活
動
と
し
て
、
農
業
と
い
う
の
は
重
要
な
ポ
ジ
シ
ョ

ン
を
占
め
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
方
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
進

展
に
お
い
て
、
前
述
の
と
お
り
電
力
イ
ン
フ
ラ
は
欠
か
せ
な
い
も
の

で
あ
り
、
今
後
は
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
を
は
じ
め
と
し
た
太
陽
光
か
ら

の
買
い
取
り
価
格
も
低
下
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
電
力
の
地
産
地

消
に
拍
車
が
か
か
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
考
え

れ
ば
、
昨
今
、
電
力
を
中
心
に
様
々
な
分
野
で
取
り
組
み
が
進
む
Ｖ

Ｐ
Ｐ
（
バ
ー
チ
ャ
ル
・
パ
ワ
ー
・
プ
ラ
ン
ト
）
の
ス
キ
ー
ム
な
ど
は
、

農
山
村
に
こ
そ
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
す
よ
う
に
感
じ
る
。　

　

私
が
、
実
際
に
農
業
の
現
場
に
足
を
運
び
、
生
産
者
か
ら
お
話
し

を
お
聞
き
し
、
様
々
な
地
域
を
見
て
き
た
経
験
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
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れ
か
ら
の
電

力
を
は
じ
め

と
す
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
は
、

都
市
部
と
農

山
村
部
で
は
、

自
ず
と
展
開

が
異
な
っ
て

く
る
―

‌

と
考

え

ら

れ

る
。

　

例
え
ば
電

力

会

社

が
、

農
山
村
部
の

自
治
体
か
ら
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
・

マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
包
括
的

に
受
託
す
る

―‌

と
い
う
時

代

が

早

晩
、

到
来
す
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
お
わ
り
）

　
　
　
　
　
　

◇　
　
　
　
　
　
　
　
　

◇

　

【
著
者
略
歴
】
980
年
、
明
治
大
学
法
学
部
卒
業
後
、
東
京
電
力
入
社
。

12
年
10
月
か
ら
現
職
。
東
京
電
力
在
籍
時
に
聞
い
た
生
産
者
の
言
葉
を

忘
れ
ず
「
電
気
の
活
用
に
よ
る
農
林
水
産
業
の
発
展
」
に
尽
力
す
る
。


